
 

                        

 

 

学校教育目標   自立   協働   創造 

 

小学生にとって、漢字学習は単なる「暗記作業」になってしまうと苦痛になりがちですが、「成り立ち」「規則性」「隠された秘密」に目を向ける

と、一気にワクワクする謎解きや探検のような時間に変わります。子どもが「漢字っておもしろい！」と感じられるような視点や学習の切り口！ 

1 漢字の「成り立ち」を知る（絵から文字への変身） 

漢字の多くは、もともと「物の形」や「場面」を描いた絵（象形文字）から生まれています。古代の文字（甲骨文字や金文）を見せると、子ども

は古代人の発想に驚きます。 

「川」：水が流れている様子そのもの。 

「馬」：たてがみと 4本の足、しっぽがある馬の横顔。 

学習のコツ:「昔の人はどうやってこの形を描いたと思う？と」予想させてから、実際の古代文字の写真やイラストを見せると盛り上がります。 

2 漢字の「規則性」を見つける（組み合わせのパズル） 

漢字の約８割は、「意味を表す部分」と「読み（音）を表す部分」が組み合わさった「形声文字（けいせいもじ）」です。これに気づくと、習って

いない漢字でも意味や読みが推理できるようになります。 

①「へん」や「つくり」でグループ化（意味の仲間） 

「さんずい（氵）」がついたら、すべて水に関係する（海、江、池、泳、汁）。 

「きへん（木）」がついたら、すべて植物や木製品に関係する（村、校、板、枝、林）。 

②つくりを共通にして「読み」を推理（音の仲間） 

「青」というパーツが入ると、読み方は「セイ・ショウ」になりやすい。清（セイ：清らか） 晴（セイ：晴れ） 静（セイ：静か） 精（セイ：精力的） 

「包」というパーツが入ると、読み方は「ホウ・ヒョウ」になりやすい。抱（ホウ：抱く） 泡（ホウ：あわ） 砲（ホウ：鉄砲） 

学習のコツ:「『青』が入っている漢字をノートにたくさん集めてみよう！読み方の共通点はあるかな？」と宝探し感覚で集めさせます。 

3 漢字に隠された「秘密」を発見する 

大人でも「へぇ！」と思うような漢字の裏ルールやトリビアを知ると、知的好奇心が刺激されます。 

なぜ「右」と「左」は書き順が違うの？ 

「右」は最初がノ（はらい）で、次が一（横書き）。 手と腕に分かれていて、手（指）から書く。オレンジが腕 

「左」は最初が一（横書き）で、次がノ（はらい）。 手の部分より腕の部分が長い。 

「書き順の秘密を知っていると、間違えずに書ける！」という特別感が生まれます。 

同じ漢字を重ねるとスケールが大きくなる 

木➔林➔森（木が増えると深い森になる） 日➔晶（光がたくさん集まってキラキラ輝く）  人➔従➔衆（人が集まって群衆になる） 

部首の場所が変わると意味が変わる 

「日」＋「月」＝明（あかるい） 「木」＋「日」＝東（木の間から太陽が昇る方角） 

親子・学校で楽しめる「漢字探検」のアプローチ 

漢字辞典の「部首索引」をパラパラめくる：「『さかなへん（魚）』の漢字、どれだけある？あ、全部魚の名前だ！」という発見。 

「漢字合体ゲーム」を作る：「氵」カードと「青」「可」「主」などのカードを用意し、合体させて「清」「河」「注」を作るゲーム。 

身近な街の中の漢字を探す：看板や商品のパッケージを見て、「あ！この漢字、学校で習った『木』が入ってるから木に関係するのかな？」と

会話する。漢字を「何回も書いて覚える作業」から「仕組みを解き明かす研究」へと視点を変えてあげることで、子どもたちの「知りたい！」という

探究心は大きく広がります。 
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